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和わ

納の
う
館
跡　

西
蒲
区
和
納

　

和
納
館
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線
岩
室
駅
の
東
側
、
標
高
五
メ
ー
ト
ル
の
自

然
堤
防
上
に
あ
る
。
西
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
西
川
が
流
れ
て
い
る
。
館
跡

の
あ
る
場
所
は
通
称
「
館
ノ
内
」
と
呼
ば
れ
、
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年

の
上
杉
景
勝
の
書
状
に
記
さ
れ
る
和
納
館
の
推
定
地
と
し
て
古
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
た
。
現
在
は
宅
地
や
水
田
に
な
っ
て
い
る
。

図125　館跡の位置　
５万分１地形図「弥彦」

　

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
、
宅
地
開
発
に
伴
っ
て
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
が
試
掘
調
査
を
し
、
堀
と
考
え
ら

れ
る
溝
や
中
世
の
土
器
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
翌
年
に
、
岩
室
村
教
育
委
員
会
が
二
六
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
た
。

　

調
査
で
は
二
重
に
巡
る
堀
の
一
部
が
確
認
さ
れ
た
。
外
側
の
堀
は
幅
約
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
・
二
メ
ー

ト
ル
で
、
底
は
Ｕ
字
形
の
所
が
多
か
っ
た
。
内
側
の
堀
は
幅
が
五
〜
七
・
八
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
が
約
一
メ
ー
ト

ル
で
、底
は
平
ら
で
あ
っ
た
。
堀
で
囲
ま
れ
た
館
の
中
か
ら
は
、明
確
な
建
物
の
跡
が
復
元
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

柱
穴
の
よ
う
な
用
途
不
明
の
穴
が
多
数
あ
り
、
井
戸
が
四
四
基
見
つ
か
っ
た
。
出
土
遺
物
は
、
多
量
の
中
世
土

器
の
ほ
か
に
、
漆
の
塗
ら
れ
た
椀わ

ん

や
皿
、
貨
幣
や
短
刀
、
曲ま

げ

物も
の

・
串く

し

・
蓋ふ

た

・
下げ

た

駄
・
舟
形
・
刀
形
・
橋
脚
な
ど

の
木
製
品
、
砥と

石い
し

、
石い

し

臼う
す

、
土ど

錘す
い

な
ど
豊
富
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
年
代
は
、
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十

六
世
紀
後
半
の
約
三
〇
〇
年
間
に
わ
た
る
。
図
一
二
七
は
、
井
戸
か
ら
出
土
し
た
漆
器
の
椀
の
一
つ
で
あ
る
。
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口
径
は
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
内
面
は
赤
漆
一
色
、
外
面
に
は
黒
漆
の
地
に
赤
漆
で
模
様
が
描
か
れ
て

い
る
。
中
世
に
は
、
古
代
の
素
焼
き
の
埦わ

ん

に
代
わ
り
、
木
製
で
漆
塗
り
の
椀
が
よ
く
使
わ
れ
た
。

　

上
杉
景
勝
の
書
状
に
よ
り
、和
納
館
は
、中
心
部
の
「
巣
城
」（
本
丸
）
の
ほ
か
に
「
二
ノ
廻く

る

輪わ

」（
二
の
丸
）

が
あ
り
、
大
規
模
な
館
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
発
掘
調
査
区
域
は
、
こ
の
う
ち
「
二
ノ
廻
輪
」
の
一
部
と

推
定
さ
れ
、
館
の
中
心
部
は
調
査
範
囲
の
南
側
（
図
一
二
六
の
左
側
外
）
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

図126　上から見た発掘区

図127　漆器の椀
　

上
杉
謙
信
の
没
後
、
養
子
の

景
勝
と
景
虎
と
の
間
で
後
継
者

争
い
の
「
御お

館た
て

の
乱
」
が
発
生

し
た
。
和
納
館
の
城
主
伊い

ず

豆の

守か
み

は
景
虎
方
に
つ
い
て
戦
っ
た

が
、天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
、

景
勝
方
の
天
神
山
城
主
小
国
氏

な
ど
に
攻
め
ら
れ
、
和
納
館
は

陥
落
し
た
。
そ
の
後
、
和
納
館

が
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。


